



















 3T MRIの最大の利点は、1.5Tと比べ SNRが最大 2倍となることである。そのため、1.5Tより高い
面内分解能・薄いスライス厚での撮像が可能となる。3D撮像も現実的な時間での検査が可能となり、
MPRによる多断面再構成画像での観察も可能となる。 
 SNRの高さを生かしたアプリケーションのひとつに Arterial Spin Labeling（以下、ASLと略す）が
ある。ASLは、目的とする箇所の上流血流を Labelingし、一定時間後に目的箇所を撮像することによ
り標識血液の灌流を観察する非造影 Perfusion撮像法である（図 2）。 
3Tは 1.5Tに比べ T1値が延長することが知られており、Labelingされた血液信号の持続時間が延長す







図 2 ASLのシーケンスチャート   図 3 脳梗塞と脳腫瘍 
 
 東芝独自の磁化率効果を強調する手法として FSBB（Flow Sensitive Black Blood）がある。FSBB
は磁化率の強調と同時に流れの遅い末梢血管の描出が可能なアプリケーションである 2）。T2*画像等で
従来あまり観察できなかったような微小な出血の描出、微細な血管を描出することができ（図 4）、穿通
枝動脈の描出が可能である（図 5）。通常MR Angiographyとして用いられている Time of flight (TOF) 
法と比較し、FSBB法が lenticulostriate artery (LSA)の描出に優れていた 3)ことが報告されており、微
細な構造の描出だけでなく、今後の診断への貢献も期待される。 
 
                   






























に抑制する機構である 4)（図 7）。この 1.5Tから培ってきた東芝独自の静音化機構 PianissimoTMを 3T































1. 木村徳典 Modified STAR using asymmetric inversion slabs (ASTAR)法による非侵襲血流イメー
ジング. 日本磁気共鳴医学会誌 第 20巻 8号 374-385 (2000). 
2. 木村徳典：非造影MR Angiography―脳神経領域を中心としてー。MEDICAL IMAGING 
TECHNOLOGY Vol.27 No.2:97-102, 2009. 
3. Gotoh K et al: Visualization of the lenticulostriate artery with flow-sensitive black-blood 
acquisition in comparison with time-of-flight MR angiography. J Magn Reson Imaging. 2009 
Jan;29(1):65-9. 
4. 吉田智幸ほか：革新的な静音化を実現したMRIシステムEXCELARTTM. 東芝レビュー. 54, 11, 1999, 
p62-65.  
5. 金澤仁ほか：有用性と快適性を追及した 3テスラMRI装置 Vantage TitanTM3T. 東芝レビュー.66, 7, 
2011, p20-p23. 
6. 公益財団法人日本医療機能評価機構. 医療事故情報収集等事業 第 33回報告書. 2013. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
